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内 転 写 因 子 OSR1 と SIX2 に 対 す る レ ポ ー タ ー ヒ ト iPS 細 胞
(OSR1-GFP/SIX2-tdTomatoノックイン iPS細胞)を用いて分化誘導と単離を行
った OSR1(+)SIX2(+) 腎前駆細胞を虚血再灌流による急性腎障害（acute 
kidney injury; AKI）モデルマウスの腎被膜下に移植することによって治療効


















































期待される。   
したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 8月 16日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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